
宮

内

庁

本

「金
森
茶
道
故
実
」
の
研
究

(中
)

金

森

貴

美

マ

本

稿
は

「
金
森
茶
道
故
実
」
翻
刻

(美
学

・
美
術
史
学
科
報

11

号
)

の
訂
正

お
よ
び
注
釈

の
み
と

し
て
、
他
文
献
、
資
料
と

の
比

較
、
引
用
等

は

「
金
森
茶
道
故
実
」
に
関
す
る
私
的
な
見
解
と
と

も

に
、
次
回

(下
)

に
掲
載
す
る
。

尚
、
本
文
中

の
漢
字

に
つ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
当
用
漢
字
に
統

一

し
た
が
、

「灯
籠
」
「
燈
籠
」

な
ど

の
よ
う

に
二
種
類

の
漢
字
が
使

わ
れ
て
い
る
場
合
、
当
時
、
ど

の
ま
う
な
使

い
分
け
を
し
て
い
た

の
か
解
り

が
ね
て
、
原
文

の
ま
ま
と
し
た
。

宮内

庁
本
「
金
森
茶
道
故
実
」

の

硫
究
(
上
)

訂
正

黙

互
塁

竺

墾

正

頁

段

行

誤
↓

正

塁

段

行
一

墾

正

置
八五八五八六〇六〇六Q六①杢室レ墜

上下下上上下下上上上

三充
二
〇喜二〇六二三著ト九

茶
人
で

す
↓茶人につ

い
て

勉
強
し
て
います片より↓偏りには造詣が深いが、↓については知られているが遣し↓遺し金森流↓宗和流許して↓恕して助力↓・御尽力のせていただく↓のせさせていただく遁世者↓遁世者立卍、↓立ト

杢杢杢杢杢杢六二六二六二杢
六
二杢杢

上上下下下下上上上上上上下

三一三五八三
二
四二七δ九エハ

五
項
目小見出

五

上
手
技
持
人

↓
上
手
扶
持
人置＼↓置歟京塚↓京堺心↓心得落字＼↓落字歟

ハか

やV

(
よ
し)

葭
ノ

間
↓

葭
ノ

間

(
み
は
か
り

(
み
は
か
ら
い)

見
計
斗

見
計竹、障子↓竹障子(23)反古ミナト紙↓(23)反古ミナト紙タテ付、竹↓タテ付竹置＼↓置歟

マ

マ

針

棚

↓

鈎

棚ハ、霜アミ↓.ハサ・・丶

ー

炉

六
二杢

六
二六二六三六三六三六三六三六三六三

一=

ハ
四

下下下下上上上上上下下上

茜
一
七二〇

七
項
目小見出五項目小見出

九九二三二四・三
三、

四
項
目小見出

亠

所
ハ
、

小
ツ

ギ
↓
所
ハ

小
ツ

ギ

(
し

な

ボ
き)

(

ま

な
ボ
き)

真
名
書
↓

真名

書上端道り↓上端通り茶立口通ロ張付筅別↓茶立口通口張付差別張ガミ↓張カミ(73)窓スダレ↓窓スダレ(37)云、アミソ↓云、アミハ、カキ作↓菊キ候心得テ↓心得ニテ七之助、カコイ↓

塗

-

七
之
助
ガ
コ

イ

マ

マ

才

ト

グ

レ,,
、
・

コ

ト

グラレシ病古↓ラレシ古
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1

頁
一

里

行
[

墾

正

頁

段

マ

誤
↓

正

頁
一

段

行

誤
↓

正

一

六
四六四六四六四六四六四六四六四六四六四六四六四六四査査奎

六
五査

六
五六五六五六五六五、

上上上下下下下下下下下下下上上上上上上上上上上

三
一
五

三
項目小見出ニニ四五六六三三=ハ=ハ一二四四五五七八三

一
四

有、

増
↓

有
増不心得次第↓不心得ノ次第

マ

マ

露

地
ノ
仕
様
↓

露
次
ノ

仕
様モノ也。↓モノ也、

(
さ
り
と
も)

(
さ
れ
ど
も)

去
共
↓

去共心持、俄↓心持俄仕立物也↓仕立ル物
也

マ

マ

格
合
↓

恰合以下、是に習う

マ

マ

○
尤
也
↓

・

尤
也内外ニツ↓内外ニツ

ホ
リ

彫
様
↓

彫
様帚掛之釘↓箒掛之釘無之見計↓無之、見計ナレトモ、↓ナレトモ聞外露地↓外露地二中テ↓中ニテ露地↓露地二可被付処↓可被付処二、見事候↓見事二候然所、↓然所二、留り↓留リニケ様斗ハ不心得↓ケ様二斗ハ不可心得ノ＼↓ノ歟

六
五六五六五六五六五六五六五六五六五査奎

六
五六五六五六五六五六五六五㎜六五六五

上上上上上下下下下下下下下下下下下下下下

一
六一七一九二〇一三三三五六六八八三茜西西λ天三一三

無
之
様
↓

無
之
様
二石段↓石段ニスへ様、第一↓スへ様第一、ハエタル様↓ハエ出タル様ニヨハキテ↓ヨハキニテトリ候か、↓トリ候歟、以下、是に習う力子石、石↓力子石石様スエ↓様ニスエ様テモ↓様ニテモヒキク↓石ヒキク

(
な
ら
び)

(
な
ら
び)

並
↓

並
二同様↓同様二無用也↓不用也露地↓露地ニタスケトモ云、侘人↓タスケトモ云侘人

マ

マ

侘
人

公
方
↓

侘
人

公
方ルヨリ↓ルニヨリ明ク↓明リ十文字↓十文字二直置ト、横↓直二置ト横二

六
五六五六六六六六七六七六七六七六七六七六七六七六八六八六八六八六八六八六八六八六九六九

下下上下上上下下下下下下上上上下下下下下上下

二
三

九
行
目小見出

三二三一三六三
一
八充一九二四八八九六九二四二四二四三一

置
ト、

可
見
合

↓置

ト
可
見
合石灯籠↓石燈籠待合↓待合二湘棚置ケハ↓棚ヲ置ケハ能ヤウ↓能ヤウニ利休、カコイ↓利休カコイアワシ↓アクミ囲炉裏テ↓囲炉裏ニテ

カ
ベ

壁
ノ

方
↓

壁
ノ

方

(
の
べ
)

(
の
び)

延
タ
ル

↓

延
タ
ル恪合一↓恪合ニ

マ

マ

ヨ

ウ
足
↓

ヨ
ゥ

足ツキヲキタル↓ツキヌキタル付ル也。↓付ル也、ユル也。↓ユル也、右二↓左右二寄麗↓寄麗ニハ程、近ク↓程近ク

ウ
チ

ウ
チ

中
ノ

灰↓

中

前
ノ
灰又↓又ハ初釜杯ニテ灰崩シ可申↓初会杯ニテ灰崩レ可申

マ

マ

少
キ

↓

少
キ一以下、是に習う
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六九

下

ニ

ー

脇

モ

↓

脇
ニ

モ
一

七三

上
一

一
九

柄
フ

↓

柄

ヲ
一

七
六

下

六

畳
ノ
上
↓

畳
ノ

上
二

六
九

下

八

炭
置
釜、

懸
能
ハ

キ

候
テ

↓

七
三

上

一
三

上
二

手↓

上
ニ

テ

手

七
六

下

=

ツ

ボ

ヤ

カ

↓

ツ

ボ

ヤ

カ
ニ

炭
置
釜
懸
能
ハ
キ
候
テ

七
三

下

註

成
程、

ロ

ク

↓

成
程
ロ

ク
ニ

薯

上

九

少
シ
ス

↓

少
ス

六
九

下

一
三

左
ノ

角
↓

左
ノ

角
二

七
三

下

八

ソ

ノ

上
へ

↓

ソ

ノ

上
ヘ

ニ

七
七

上

二

三
ツ

釘
↓

三
ツ

釘
二

六九

下

二
四

能
々

竹
力
↓

能
々

筋
力

七
三

下

二

筋
カ
エ

↓

筋
カ
エ
ニ

薯

上

=

床
↓

床
二

七
〇

上

三

ヲ

ソ

ク

↓

又、

ヲ
ソ

ク

七
三

下

三

竪

↓

竪
二

七
七

上

三

別
書
↓

別書

二

廿
○

上

蓋

先
キ
水
ナ
シ
モ

↓

ゼ
三

下

三

右
ノ

様↓

右
ノ

横
二

葛

上

壱

後
↓

後
二

先
キ
ニ

水
ナ
シ

テ
モ

七
三

下

三

向
ノ

方↓

向
ノ

方
二

七
七

上

一
九

押、

巻、

↓

押

巻、

七
〇

上

二
〇

置
所、

三

所

↓

置
所
三

所

七
三

下

充

釜

懸
テ

↓

釜
二

懸
テ

薯

下

五

初

懸
物
↓

初
二
懸
物

七
〇

上

三

懸
候、

柄
杓
↓

懸
候
柄
杓

茜

上

六

茶
ヲ

↓

茶入

ヲ

葛

下

五

両
様
ト
モ

↓

両様

ト
モ
ニ

七
〇

下

五

右

之筋

通
り
↓

右

之角

通
り

茜

上

西

懸
也
↓

懸
ル

也

葛

下

六

互
ニ
ヨ

ク

↓

互
二

能
ク

七
〇

下

八

置、

不
用、

↓

置
事
不
用

茜

下

九

茶
具仕

込
、

出
↓茶

具

仕込

出

七
七

下

蓋

十
六
・

七
目

↓

十
六
七
目

七
〇

下

鬲

茶
入
ノ

前

↓

茶
入
ノ

前
二

甚

下

=

取
上、

↓

取
上
ケ

薯

下

八

初

懸物

↓

初
二
懸
物

マ

七
〇

下

蓋

除

置、

↓

除

テ

置、

茜

下

二
〇

取手

、

ア
ゲ
テ

↓取

手
ア
ゲ
テ

葛

下

=

マ

候
得
客↓

候
得
客

七
〇七〇七〇竺七一竺七一竺廿二七二七二七二七二

下下上上上上上下上下下下下

三三三四二三一三六丑一δ三二〇

左
二
、

茶
入
↓

左
二

茶
入水指ノ右二↓水指ノ左二茶入ヲ、茶碗↓茶入ヲ茶碗是、茶筌置↓是茶茎置二茶点ノ手前↓茶点手前前か↓前力水指ノ蓋↓水指蓋今ヲ可入也↓念ヲ可入也可見。通ト↓可見通ト非＼↓非歟取モ↓取トモ越ト↓越ストメハシキ↓メハジキ

茜茜
七
五甍

七
五蓋芸薯芸

七
六七六

下下上上上上下下下上上

二
〇二三五六八蓋西一三二四三

一
八

其
ツ

↓

其
ノ

ツ(321)ツマナカシ初メ、↓(321)ツマナカシ、初メ

マ

マ

上
ケ
ハ

↓

上
ケ
ハ

マ

マ

可
禁
也
↓

可
禁
也不走↓不足ヌキ上↓ヌキ上ケ古織部、座敷↓古織部座敷

コ

ザ
ル

小
猿
↓

小
猿
トウ

唐
金
等
↓

唐
金等ヤウ↓ヤウ

ニ達而↓進而以下、是に習う

七
七七八七八七八七八七八七八七八七八七九七九七九

下上上上上下下下下上上上

三七八二〇二四δ三
一
六三三六三

置
モ

尤
也

↓

置
事
モ

尤
也早ク、ソコノ↓早クソコノ不申二様↓不申様二有之ニテ↓有之様ニテ(27)ぜウヲ直シタル如キ↓(27)ぜウヲ直シタル如キ

マ

マ

上
己
↓

上
巳

ム
シ
ク
イ

申
事
口
↓

申
事可有、尤、↓可有

歟花ノ木有て↓花ノ木有之左ト右↓左ト右ト後↓後二挨拶有て↓挨拶有之
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ド

ー

1

ー

頁

段一

行

誤
↓

正

貢
段
一

行

誤

↓.

正

一

頁
一

旦

行
一

誤
-

正

究

上

一
六

棚

置

↓

棚
二

置
一

益

下

天

炭所

望

↓

炭
所
望
二

八
六

上

一

茶
通
箱
斗
↓

茶
通
斗

芫

上

一
西

花入

羽
帚
↓

茶
入
羽
帚

マ

マ

八一

下

一
八

ア

イ
、

ム

ナ

↓

ア

イ
ム

ナ

八
六

上

一
七

袋
ナ
シ

↓

袋
ナ
シ
ニ

莞
七
九

下下

一
六モ

緒
文↓

緒
文

爬

ニ

シ

テ

モ、

↓

.
ニ

テ

モ

益八二

下下

充

ア
イ
、

ム

サ

↓

ア
イ
ム

サニ行と三行ああいだに

八
六八六

上下

冗6

取
出置

合、

↓

取

出
シ

置
合、

(
な
ら
び
に
)

(し

か
し
)

併
↓

併

七
九八〇

下上

天五

羽
ノ

如
ク

↓

羽
ノ
如
ク
ニ上↓上二

一

諸
事
の

道
具
置
ヒ
ヅ
ミ
ノ

事、

附
リ

懸物ハ猶以之事。

八
六八六
、

下下

一
七二四

事、

如

常、

↓

事

如

常
、ロクヲ↓ロクニ

八
〇八〇八〇八〇八〇冒八〇八〇八〇八〇八〇八〇益益益益益益

上上上上上上上上下下下上上上下下下

六七=ハ一六壱
一
八二〇一三七七二6三

一
四六蓋

一
七

上
↓

上
二上↓上二,上↓上二中棚↓中棚二脇蓋置.仕廻↓,脇二蓋置、仕廻二'フタ置上↓フタ置上ニマ上↓上二.印不及↓印二不及

卵

三
重
斗
↓

三
重
斗
二可重也↓可置也置事有之↓置事可有之

、

大
食

↓

大
喰菜ノ皮骨↓菓ノ皮骨残シテ、能↓残シテ能マボソリメテ↓マボリソメテ

へ響

τ

少
宛
呑
テ

御茶

可
戻
か
レ

御
茶
可
参
か

八二八二八二八三八三八三八二八四八四八四八四八五八五八五八五八五八五

下下下上上下下上上上下上下下下下下

三爪一五小文
字蓋

一
六二三δδ三九三七三二〇二二一三

死
ス
ル

↓

配
ス
ル(84)置事↓置事(84

)各別也↓各別也相ナル事。↓相成事。不残、結↓不残結両方同断↓両用同断入之刻、↓入之剋、以下、是に習う羽帚、香合、↓羽帚香合、香合、置合、↓香合置合、せキダ↓せキダノ棚一重↓上棚一重置合スハ、↓置合ハ、カウクハウノ灸↓

マ

マ

カ
ウ
ク
ハ

ウ
ノ

灸

♪

イ
セ

イ
マ

ナ

↓

イ
せ

イ
マ

サ

(
よ
きそ

う
ら
へ
ば
)

(
そ
う
ら
わ
ん
)

能
候、

半
ト

↓

能
候

半
ト茶通箱ノ内↓茶通ノ内可達↓可進

八七八七八ゼ八七八七八
七八ゼ八八八八八八八八八八八九八九八九八九八九九〇

上上下下下下下上上上下下上上上下下上

五五五九九二〇二四一八充一三δ一三三聶
一
六二四四

上
座
ニ

テ

↓

上
座
ミ
テ茶入次二↓茶入次々用ハハ↓用、バハ

マ

マ

フ

ク
ナ
〆

↓

フ
ク
ナ
〆以下、是に習うシボリ、茶巾↓シボリ茶巾云トモ↓云ヘトモ

・水指ハ、↓水指ニハ、ノシ、細メ↓ノシ納メ、候心持↓候心持ニナドモ↓ナドニモ露多く有↓露多ク有炉ノ↓煙ノ一様シテ↓様ニシテフチテニ少↓フチニテ少ススギ、↓ススキ、茶碗有、是↓茶碗有是仕込事有モ↓仕込事モ

ム

シ

ク

イ

月
口
↓

月

一56一



九
〇

上

六

立

肉
ツ

ル

ル
、

ッ

ク

↓

隣

九
二

下

五

数
寄
屋
者、

所
↓
数
寄
屋
者
所

九
五

上

二

三

ツ

↓

三

ツ
五
ツ
モ

・

マ

立、

肉
ツ

ル

ル

ソ

ク

九
二

下

δ

上
下
絹
中
ハ
、

↓

九
五

上

=

露
地
ナ
ラ
バ
、

↓
露
地
ナ
ラ
バ

九
〇

上

一
七

丸
ツ

ボ。

↓

丸
ツ

ボ、

上
下
絹、

中
ハ

九
五

上

一
六

近
過
↓

延
過

九
〇

上

一
九

コ

ト
ウ

↓

ユ

ト

ウ

九
三

上

六

可
有之

哉
↓

可
有
之
歟

九
五

上

二
〇

ミ
ル

内↓

ミ

ル

内
二

九
〇

上

二
三

此
分
ノ

↓

此
外
ノ

九
三

上

七

可
然
哉
↓

可
然
歟

九
五

下

一

客
返
シ

申
ヲ
、

↓
客
返
シ

申
ヲ

九
〇

下

二

袋
ヲ

用
者
↓

袋
ヲ

用
ル

者

九
三

上

九

行
と
一

〇
行
の

あ
い

だ
に

九
五

下

一

障
子
明
ケ
↓

障
子
ヲ
明
ケ

九
〇九〇九〇

下下下

四五只

金
欄
ノ

袋、

↓

金
欄
ノ

袋存之也↓在之也

、
ミ
ン

明
州
↓

明
州

九
三

一

、上

ウ
ニ
ス
ル

也6

公
家
ノ

手
跡
ハ

上
下
中
ト
モ
ニ

ケ
ッ

カ上下風袋↓上下中風袋

九
五九五

下下

二三

先
二

取
申
候
↓
先
キ
ニ

取
申
候客出、ハテ中クグリ↓客イデハテ、中ククリ

九
〇

下

三

祖
悟
↓

祖
語

九
三

上

西

上
下
↓

上
下
絹

九
五

下

三

時分

、

罷

出↓

時
分
罷
出

空

上

一

第子

↓

弟
子

九
三

上

西

有
之、

少
心
持
有
之
哉
↓

九
五

下

天

座
ノ

次第

極能

時

分、

↓

空

上

二

5

渓
＼
↓

渓
歟

h

有
之故
、

少
心
持
有
之
歟

座
ノ

次
第
極、

能
時
分

九
一

上

三

二

付
テ
↓

二

依
テ

九
三

上

エハ

表

具

用
ヒ

↓

表
具
二

用
ヒ

九
五

下

一
三

次第

出、

↓

次
第
二

出、

逵
九一空空染空

織レ

'尸空九二を
九二九二

上上上下下下下上上・上
主

=三二Q三三西

申
二

付、
六三

一
七一八二〇

墨
秉
流
↓

墨
斎
流以下、是に習う身ヲ不餝、↓身ヲ不飾、数寄屋縣　ル↓一数寄屋へ縣心ル候、間、ハヤ↓候間ハヤ似ヲ↓似せ天井、のあとに七尺五寸二直シテ一山之一行物ヲ懸被床ノ天井呉松力由御↓呉松力沙汰大キナル懸物↓大キ成懸物時トキ↓此トキ座シ↓応シ可然か↓可然力

九
三九三九三九三九四九四九四九四九四九四九四九四九五

下下下下上上下下下下下下虫

四三
一
五三六八六=コ西互

二
四δ

置
様、

長
キ

↓

置、

横
長
キ迎出ル↓迎二出ルノ時ハ↓ノ時分ハ高抔ノ↓雪抔ノ

"

山
灰
取
出

↓

山
灰
取
持
出申候哉。↓申候。或釜ノ鑽懸テ↓・釜ノ鑽懸ケ取、懸↓取懸、上モ↓上ニモ上、客へ↓上客へ

(
か
さ
ね
)

累

↓

参以下、是に習う退、付↓追付

n

別
出
二

↓

別
書
二

區

突
九
六九六九六九六九六九六九六九七九七九七九七九七

上上上上下下下下上上上上下

四五九二〇一八三一三二三三一六三一三五
t

朝
ハ

盖ロ

ー理

朝
ハ

若

ヅク

デ
ウ

ソ
ク
デ
ゥ

束枝

↓

束
枝戸ヲ、サラ↓戸ヲサラ客ノタニメ↓客ノタメニ不苦イニ↓不苦、イニロ程明、↓口可明、留日↓当日

ス
キ

寅
ノ
剋
過

↓

寅
ノ

剋
過入、扨ヨリ降リ、↓入物ヨリ帰り無様↓無之様二見事↓見ル事聞申↓聞へ申後炭置仕廻↓炭置仕廻

5?



頁

段

弖
誤
↓

正

頁

段

行

誤

↓

正

頁

星
行

誤
↓

正

九
七

下

=ハ

釜
ノ
フ

タ
取
、

↓
釜
ノ
フ
タ

取

豆

下

δ

有
之也

↓

有
之
歟

δ四

下

一

三

物
色
也
↓

物也

九
七

下

天

可
各
別
也
↓

可
分
別
也

一

9

下

三

ノ
方

置時

↓

ノ

方
二

置
時

δ
五

上

五

出
鬢奈

殿
、

↓

山山

曇試

殿
へ

九
八

上

三

越
シ
、

居
テ
モ

↓越

シ

居
テ
モ

蚕

下

蓋

宜
式代

仕
上
座
↓

δ葺

上

七

マ

マ

カ
ン

ジ
、

↓

カ
シ

ジ

九
八

上

五

心
ス

↓

必
ス

宜

式代

仕、

上
座

δ五

上

酋

品、

六
ケ

敷
↓

品
六
ケ
敷

九
八九八

上上

三二四

ロ

ク
ニ

候
得

↓
ロ

ク
ニ

居
候
得見済ス↓見済シ

一

9一9

下下

二
三二四

テ
モ
、

↓・

ニ

テ
モ
、居ナガラニ↓居ナガラ

δ五δ五

上下

二
〇一

ヨ

ウ
ニ

↓

ヤ

ウ
ニ

ム
シ
ク
イ

少
懸
ロ
イ

↓

少懸

イ

九
八

下

七

上

座
二

↓

上
座
へ

δ
二

上

一

取
テ
入
事
也
↓
取
テ
入
ル
事
也

δ五

下

四

石
燃籠

↓

石
燈
籠

九
八

下

西

功者

ナ
ラ
ハ

ズ

↓

δ
二

上

一
六

山山

サ
バ

↓

出
ふノ

ハ

δ五

下

=

右
テ

↓

右
ニ

テ

九
八九九

下上

二
三一

功

者

ナ

ラ
ズ
ハ又、カスマジキ↓ヌカスマジキイニ夐一↓一

δ
二6二δ二6二

下下下下

八西西一六

エ

ン

ムロ

ノ
姐豚

↓

ムロ

ノ
但豚左ノ手↓右ノ手左ノエノ↓左ノエン一下座↓下座

6五δ五δ五
一
〇
五

下下下下

三西天
一
八

ス
ス

グ

↓

ス
ス

ギ其座敷二↓其座列二左ニモ↓左リニモ置出ヲ也↓置出ル也

九
九九九

下下

八一七

次
ノ
者
ノ

↓

次
ノ

者火鉢↓火箸

一
〇
三;二

上上

九九

通
ヒ

ロ

ノ

手、

↓通

ヒ

ロ
ノ

手ヤウニ可。↓ヤゥニ可

6
五6六

下上

二
三二

有
之
心
得
↓

右
之
心
得上↓上二

九
九

下

天

直
シ

↓

能
直
シ

δ
三

上

δ

上
座、

茶
ノ

↓

上
座
。

茶
ノ

6
六

上

五

後
二
、

乞
バ

↓

後
二

乞
バ

一
〇
〇

上

一

ナ
ル
ヘ

キ

↓

タ
ル
ヘ

キ

δ
三

上

δ

不
替
か
↓

不
替
力

δ
六

上

三

不
切
モ

↓

不
切
ニ

モ

δ
O

上

=

帰
候
時
よ
り
↓

帰
候
時
分

δ
三

上

一
三

帯
ニ

工
夫
↓

常
ニ

工
夫

δ
六

上

三

盆
ノ
せ
バ

↓

盆
ニ

ノ
せ
バ

δ
O

上

三

互
一

礼

↓

互
一

二

礼

一
9二

下

蓋

置
出
ス

↓

置
合
出
ス

δ
六

上

蓋

盆
ナ
シ
ニ

テ
モ

↓
盆
ナ
シ
ニ

モ

δ
OδO

上下

一
七一六

不
英
↓

不
苦並達ノ外↓並進ノ外

6
三δ　二

下下

三二四

有
て

↓

有
之ガウ柄杓↓ガウ柄杓ト

一
〇
六

δ
六

上上

二
四二四

上、

一

文字

↓

上
一

文
字当レハ↓留レハ

一

9

上

一

者、

取
能
↓

者
取
能

マ

マ

δ
四

上

一
〇

極
有
紙
↓

極
り
有
紙

6
六

下

一

当
レ
ハ

↓

留
レ
ハ

一

9一9

上下

一
〇一

柚
味
噌
↓

柚
味
増可心得也↓可心得事也

δ
四

下

六

習

ラ
バ
、

ナ
レ

タ

↓習ラ
ハ

ナ
レ

タ

δ
六6六

下下

八三

段
々

↓

頭
ヘ

マ

マ

棗
ニ

テ
↓

棗
テ
テ

一

9一9

下下

二六

外
有
之
↓

外
二
有
之

イ
タ
ダ
カズ

イ
タ
タ
カ

不
戴
↓

不
戴

一
〇四一〇四

下下

6西

立
事
↓

置
事右之ノ方↓右ノ方

δ
七δ七

上上

二一三

鮭
＼
↓

鮭
歟残候者↓残リ候者
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δ
七6七δ八6七6八δ八δ八6八δ九δ九δ九

一
〇
九

δ
九6九δ九

一
〇
九

δ
九一6二〇二〇一δ=一

上下上下下下下下上上上下下下下下下上上下下上

二
三三三二〇一二西

二
三八δ

二
三亠ハ八八一八充三三一三六二〇西

マ

マ

釘
ウ
ダ
ハ

↓

釘
ウ
ダ
ハ
=茶入↓茶入二茶入巾↓茶入巾ハ竪置也↓竪二置也

ナ

ガ

シ

ナ

ガ

シ

長
枝
入
ル
ハ

↓
長
枝
二

入
ル
バクルベシ↓クルヘシ累か↓参歟トモ同シ↓トモニ同シ置二也↓二置也上節ヲ付↓上二節ヲ付急キ時分↓急キ申時分跡前成テモ↓跡前二成テモス、脇筋、↓ス脇筋、皆々二竪↓皆々竪二茶入依テ、相座スル↓茶入二依テ相応スル同節ナシ。↓同節ナシ、クグリ↓中クグリ附クニ漢入↓附リニ漢(闇)同ク↓同ク取時↓取時二多替↓色替一対力、三幅一対力↓一対歟、三幅一対歟

一

二二一一三一三一三一三一三一三一三一三≡二一三≡二

一
ゴニ一ご二一三一三一ゴニ一ゴニ一三一ご二一三

下下上上上上上下下下上上上上上上上下下下下下

二
〇一三三六六三一三=三二〇六三

一
五著

一
七一八λ二四五δ二

物
乃
ミ

↓

物
の
ミとて↓とかく由なり↓申なり

(
し
た
し
き)

親
か
た

↓

親
か
た圏是を↓是を

マ
マ

無
手
圉
様
↓

無
手
才
様委細記す↓委記す候得共↓候共附ク↓附リ出来さぬ↓出来さる口↓は一糸一糸↓一ねし服紗、袋↓服紗袋最大切成↓寔大切成其本、袋↓其本袋服紗、袋を、用也↓服紗袋を用也未本、袋へ↓未本袋へわざか。↓わざか、茶入に↓炭入にふくへも↓ふくへを添を、そへ↓をそへ可置。↓可指置。

二
西二西

}
二
四一西=西一西=四=五一蓋二五二五=五一蓋二五一蓋=五二五二五=五≡ハ≡ハ

下下下下下下下上上上上上上上上下下下下上下

二三三蓋二〇三一三二六三
一
四互蓋二〇三二五三菌二二

雨
降
申
事、

↓

雨降

申
事
一有之候者、勿論↓有之候者勿論にハ、不及↓にハ不及はさ↓はざ

マ

マ

函
の
内
に

↓

、γ

の

内
に品由↓景由へと可↓へとか様に、しな↓様にしな候テ、在之、↓候テ在之懐より、右手↓懐より右手左へうつし↓左手へうつし端に置↓場二置すはりを見↓すハりを見入事有て↓入事有之能程の折↓能程の所真口↓直口

(ず

つ)

二

三
四
五
本
宛

↓二
三
四
五
本

宛くべさる↓くへさる火うつらず↓火うつらす

マ

マ

不圉

様
に
↓

不手

様
に勝手へ入↓炭入を持、勝手へ入

二
一二一

上下

二
四五

三

幅
対
↓

三

幅
一

対浄ノ道↓浄の道

一

三一三

下下

三西

能
比
に

↓

能

頃
にやすらか↓やはらか

二
六≡ハ

下下

六七

退
に

↓

退

き(38〕(38)取かけ↓取かけ

一

二≡

下下

モ充

物
も

↓

扨
も物ばかり↓物はかり

一

西二四

上上

西壱

草
等
に
、

↓

下

草等

にかくること↓かくるも

≡ハ

下

二進可申や
、

可
申
候
や
、

の
あ
と
に又出し可申候やと

、
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頁

塁
行

-

誤

↓

正

頁

段

行

誤
↓

正

頁

段

行
.

一

誤
-

正

=
六

下

蓋

マ

マ

無
圉様

に
↓

無
才
様
に

二
九

上

一
七

ふ

ち

か

け

第
一
。

↓

三
二

下

二
四

可
出。

次
↓

可

出す

≡ハ
ニ
七

下上

一
西六

懸
候
へ

↓

懸
候
ヘ
ハぬけたる旭。↓ぬける也。

=
九

上

一
九

丶
ふ
ち
に
か
け、

第
一可持也。↓可持出也。

三
三;二

上下

一
六一六

右
手
に
持
↓

右
手
二
持

(
し
れ

(
こ
れ

但、

是

↓

但、

是

7

=
七

上

三

段
々

出
申
物

↓

段
々

出
申
扨

二
九

下

一

略
候
↓

略
之

三
三

下

充

炉
の
客
の
右
↓

炉
の
右

=
ゼ=七

上下

二
三一

上
客
ノ
↓

上
戸
/

マ

マ

無手

囲様

↓

無手

才様

犀

二
九二九

下下

二九

柄
杓
を
↓

柄
杓
の
柄
を例の手↓例のかね

三
三;二

下下

充三

水
指
の

端
へ

↓

水指

の

場
へ可達とて↓可進とて

=
七

下

一

、
い

た

し
、

↓

い

た

し

二
九

下

一
七

居
懸
り
と

云、

↓居

懸り

と

云

三
四

上

一

底
取、

長
火
箸
↓底

取長

火
箸

=
七

下

一
六

亭
主
へ

↓

亭
へ

=
九

下

二
四

こ

き
の
ば
し

↓

こ
き
の
は
し

三
四

上

九

詰
居
ゆ
↓

詰
居申

=
ゼ

下

三

又

有
之
通。

↓

又
右

之
通

三
〇

上

八

竪
か

ら
ざ
る

様
に

↓

三
四

上

三

計
に
て

↓

計申

て

=
八二八ニベ

上止上

一一三

被
申
を
、

聞
て

↓被

申
を

聞
て引きいて↓引にいてちうし↓てうし

、

三
〇三〇

上上

三
一
六

堅
か
ら
ざ
る

様
に(置)をクハ↓遠クハ湯を汲、前に成共↓

三
四三四三四

上上上

三芙
一
六

そ

れ
よ

り
↓

又
そ
れ
よ
り炭、花、↓花炭入せすに↓入さまに

ニ
ハニ八二八=八

上上上上

五δ西蓋

可
申
か
斗

可
申
や膳を識膳と

、

ト

は
や
く

↓

手
は
や
く

(
う
つ)

(
ひ
か
え
)

扣
か
ね

↓

扣
か
ね

三
〇三〇三〇

下下下

五δ三

湯
を

汲前

に

成共さはきに↓さハき
にしったり↓しっはり音をする↓音せきる

三
四三四三四三四

上上下下

一
九二〇四二〇

そ
こ

↓

所
也指合たらハ↓指置たらハうへまて↓うへにて是も↓是を

=
八二八=八=八=八

上下下下下

三四五δ二

金
を
ち
か
え

↓

金
を
ち
か
へ是ハ↓是にハ一入↓一入指図↓相図よき比↓よき頃

三
〇三〇三〇三〇一三

下下下下上

一
九一九蕘

二
四一六

ふ

く
事、

有
之。

↓
ふ
く

事有不可有↓不可用右の↓右之茶を扱て入↓茶を汲て入存之様↓在之
程

三
五三五三五三五三五

上上上上上

三二一四一九三

柄
杓
↓

扨、

杓左り↓左りゐ指置↓為指置居住↓居住居如記ス。↓如記ス、

=
八=九

下上

三二

済

候
ハ
、

↓

済
候
ハ

ハ
、

(
じ
き)

(
す
ぐ
)

直
に

↓

直
に

】
一

三一三

上下

二
〇三

な
で

廻
し

↓

な
て
廻
し其の↓其外

三
五三五

上下

二
四四

与
さ
れ
は

↓

聞
さ
れ
は大目の替り↓大目の発り

=
九

一

上

=

尤、

式
正
は

↓

本
式
ハ

一

三一三

下下

西モ

ひ

き
つ

け
ん

↓

ひ

き

付
ん被申に付↓被申二付

三
五三六

下上

一
六西

い
た
さ
バ

↓

い
た
せ
バ風炉の↓風炉ノ
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三
六

上

一
ゼ

取
揃
↓

所
持

三
六

下

蓋

本
口

↓

直
口

三
六

下

一
六

座
敷
も
有
之
称
也
↓

座
敷
二
も
有
之
称
也

ご
エハ

下

充

い
た

す
る

也
↓

い
た

す
也

三
六

下

一
三

柄
を

↓

柄
ヲ

三
〇

上

6

出
入
し
、

と

う
こ

↓出入也、

ど

う
こ

三〇

上

δ

致
↓

被

三
〇

上

三

妙
喜
庵
↓

妙
喜
庵
囲

三
〇

下

一

竹
輪
之
段
↓

竹
輪
三
段

ヘ

へ

三〇

下

一
三

ま
を

り
↓

ま
を

り

三〇

下

二
三

＼一

丶

通
り
に

置、

の

あ
と
に

茶
入
は
何
時
も
水
指
の
前
真
中
に
置、

一

三

上

九

論
議
↓

詮
議

ご
三

上

九

を
く
↓

近
く

ご
三

上

δ

ま
せ
、

↓

よ

セ
、

ご
三

下

=

㊨

③

一

三

下

二

羽
よ

う
足
↓

ね
よ
う

足

一

三

下

西

附
ク
↓

附
り

一

三

下

一
六

ふ
る
い

↓

ふ
る
ひ

ご三
二

上

二
〇

湯
茶
↓

茶
湯

ゴ
三

上

一
三

お

り
は

す
↓

お
も
は

す

三
三

下

一

お

わ
ら
し
て

↓

お
も
く
し
て

1

一
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金
森
茶
道
故
実

・
上

註
解

む

ノ

(1
)

或
い
は
宗
五
の
書

き
違

え
か
。
不
詳
。

(2
)

山
城
国

(
今
の
京
都
)
涼
安
寺

は

『寺
院
総
覧
』

に
は

な
い
。
同
音
で
龍
安
寺

が
京
都

に
あ
る
が
涼
安
寺
と
同

一
に
あ

た
る
か
は
不
明
。

よ
し
ひ
さ

(3
)

小
出
吉
英

。
天
正

一
五
i
寛
文
六
年

(
一
五
八
七
-

一
六
六
六
)

(4
)

不
詳

(5
)

不
詳

(6
)

筆
者

の
補
筆
。

(7
)

囲
い
。
数

寄
屋
、
茶
室

の
こ
と

。

む
し
ろ

(8
)

真
菰

、
蒋

、
菰

。
蓆
張
り
天
井

、
平
天
井
、
落
天
井

に
用

い
ら
れ
る
。

(9
)

台

子
飾
り
を
正
式
と
す
る
の
意
。
次

回
に
詳
述
。

(10
)

本
書
秘

巻
に
、
数
種

の
茶
室
平
面
図
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

(11
)

曝

れ
木

。

(
12
)

古
田
織
部
。
天
文

=
ニ
ー
元
和

元
年

(
一
五

四
四
ー

一
六

一
五
)

(13
)

一
山

一
寧

(
一
二
四
七
ー

=
一=

七
)

の

一
行

の
墨
跡
。

(
14
)

本
書
中

巻

「数

寄
屋
床
之
内
」
下
巻

「掛
物

ノ
起
リ
之
事
」
を
参
照

の
事
。

む

(15
)

名
物
掛
物

か
。

(16
)

洞
。

(17
)

割
て
…
分
割
す
る
こ
と
。

(18
)

櫛

形
。
花
頭
口
。

(
19
)

中
柱
に

つ
く
袖
壁

の
下
を
吹
き
放

ち
に
す

る
時
、
横

に
わ
た
す
木
。

(
20
)

色
紙
を
散
ら
し
た
よ
う
な
張
付

に
似

た
意
匠

の
上
下

二
段

一
組

の
窓
。

と
も
に

こ
と
ば
の
注

意
書

で
あ

る
。
こ
の
よ
う

な
細
か

い
注
意
が
多

い
。

(
21
)

掻
き
落
と
し
。

(
22
)

窓

の
仕
様

の

一
種

。
突

き
上
げ

窓
。

(
23
)

反
古
、
湊
紙
。
宗
和
好

が
う
か
が
え
る
場

所
。
次
回
詳
述
。

(
24
)

本
書

・
秘
巻
図
(
5
)
に

「鷺
絵
源

三
郎
所
持
利
休
好
」
と
あ
る
。

(
25
)

正
式
な
床

の
間

「本
床
」

は
畳
床

。
「真
」
に
あ
た
る
。
板
床
は

「草
」
。

(
26
)

軽

々
と
仕
立
ず
。

(27
)

上
巻
末

に
自
在

の
項
あ
り
。
原
本
は
現
装
四
冊
よ
り
多
か

っ
た
か

も

し

れ

な

い
。「

加
州

ヨ
リ
上

リ
シ
宗
和

ノ

一
三
冊
」
と

い
う
記
事
が

「
槐
記
」
享
保
十

五
年

(
一
七
三
〇
)

四
月
十

五
日
条

に
あ
る
。
次
回
に
詳
述
。

む

(28
)

釣
棚

の
ま
ち
が

い
で
あ

ろ
う
か
。

(29
)

端

喰
。
板

の
木

ロ
に
取
付

け
る
狭

い
木
。

(
30
)

む
ざ
と
欠
け
り
た

る
。
う

か
と
お

ろ
そ
か
な
。

(31
)

狭

敷
居

。

(
32
)

樋
を
欠
く
様

な
る
事
。

ま

な

(33
)

真
名

(漢
字
)

の
こ
と
。

(34
)

宗
和
の
美
意
識
。
次

回
に
詳
述
。

　
へ
ち

か

ん

ヒ

(35
)

ノ
観
と
い
う
異
色

の
茶

人
の
名

よ
り
転
じ

て
、
変
わ
り
種
の
茶
湯
の

こ
と
。

(
36
)

障
子
を
引
く
時

に
指
を

ひ

っ
か
け
る
場
所
。

(
37
)

茶
室
に
お
け
る
隠
陽

の
表
現
、
場
面
転
回
等

に
使
用
。

(
38
)

同
じ
こ
と
を
繰

り
返

さ
な
い
心
得
。
随
所

に
出

て
く
る
重
要
な
教

え

の

ひ

と

つ
。

(
39
)

床
柱

の
上
に

つ
け
ま
わ

し
た
も

の
。

(
40
)

現
在
、
柄
杓

は
床
に
か
け
な
い
。
棚

に
は
現
在
も
あ
る
。

(
41
)

金
森
方
氏
。
慶
長

一
五
i

寛
文

四
年
(
一
六
〇
九
i

一
六
六

四
)
宗
和

の
長
男
。

(
42
)

秘
巻
に
天
満
門
跡

、
天
麻

門
跡
と
あ
る
。

教
如
上
人
光
寿
。
永
祿

元
i
慶
長

一
九
年

(
一
五
八
八
-

一
六

一
四
)

(
34
)

前
田
光
高
。
元
和
元
-
正
保

二
年

(
一
六

一
五
ー

一
六
四
五
)
四
代
目
加
賀
城

主
。

(
44
)

小
堀
遠
州
。
天
正
七
-
正
保

四
年

(
一
五
七

一
ー

一
六
四
七
)

(
45
)

「
露
地
末

ヨ
リ
景
気
ホ
ノ
カ

ニ
見

へ
候
」
を

そ
の
ま
ま
歌
に
表
わ
し
て

い
る
。

(
46
)

閑
静
有
之
様

二
、

(
47
)

本
書
に
頻
出
。
恪
合

、
恰
合
と
記

さ
れ

て
い
る
が
、
格
好

の
こ
と
。

(
48
)

佗

茶
の
主
張

の

一
つ
。

(
49
)

露
地
と
雪
隠
内

、
両
方

に

つ
い
て
説

い
て
い
る
。

(
50
)

古
田
織
部

の
創
意
。

62



(51
)

秀
吉
鎧

の
逸

話
か
ら

由
来

。
他

の
樹
木

に
対

し
対
照

の
破
を
意
味
す
る
も

の
。

(
52
)

暮
松
左
京
兆
記
通
成
の
こ
と
か
。
生
歿
年
不
詳

、
能
楽
金
春
系

の
半
玄
人
。

享
保
二
年

乙
五
林
鐘
吉

日

(
一
五
二
九
)
に

「風
姿
花
伝
」
を
書
写
し
た
記
録

が
あ
る
。

(53
)

陸

。
正
。

(54
)

石

の
片
側
を

ふ
ん

で
石
を
ひ

っ
く
り
返
し
そ
う
。

(
55
)

「
三

つ
」
と

い
う

の
は
ど

の
流
派
も
嫌
う
。

(
56
)

低
く

、
む
ら

の
あ
る
よ
う

に
。
単

一
で
な
く
、
変
化
を

つ
け
て
。

(
57
)

現
在

は
石

の
移
動
、
取
り
替
え
ま

で
は
行
な
わ
な

い
。

(
58
)

席
入

の
際

に
手
水
を

つ
か
う
鉢

。
手
水
鉢
。

こ
れ
で
身
心
共
に
浄
め

る
。

(
59
)

宗
和
は
公
家
と

の
つ
な
が
り
が
深
か

っ
た
。

(
60
)

た

て
に
。
垂
直
に
。

く
じ

(
61
)

鬮
。
待
合

で
席
入

の
順
を
決
め
る
時
用
い
た
。

(
62
×

67
)
(
68
)

そ
れ
ぞ
れ
、
四
畳
半
、
台

目
畳
、
逆
勝
手

の
時

の
置
合
わ
せ

に

つ
い

て
。
露
地

の
説
明
が
終
わ
り

、
座

敷
内

に
目
を
移

し
て
い
る
。

(
63
)

茶
頭

(茶
坊
主
)

の
定

位
置
。
茶
を
点

て
る
畳

。

(
64
)

点
前
中

の
用
語
で
、
二

つ
の
も

の
を
別
々
の
所

に
お
く

こ
と
ら
し

い
。

こ
の
場

合
、
定
め
ら
れ
た
範

囲
外

に
出

す
、
と
い

っ
た
方
が
近

い
。

(
65
)

筆

者

の
補
筆

(66
)

台

子
か
ら
発
生
し
た
大
棚

。

(69
)

京
都
山
崎
妙
喜
庵
。
伝

・
利
休
作
。
現
存
は

二
畳
隅
炉
。

こ
こ
で
は

一
畳
半
と

あ

る
。

本
書
秘

巻

(
図
12
)

に
も

一
畳
半
と
あ
り
。
次
回

に
詳
述
。

(70
)

豊
臣
秀
吉

の
こ
と
。
天
文
五
ー
慶
長

三

(
一
五
三
六
-

一
五
九
八
)

(71
)

前

田
利
常

。
文
祿

ニ
ー
万
治
元
年

(
一
五
九
三
1

=

ハ
五
八
)
加
賀
城
主
。

(72
)

一
酸
化
炭
素
中
毒
防
止
と
景
観

の
為
。
本
書
上
巻

「数
寄
屋
之
仕
様
ノ
事

"障

子
明
懸

ル
様
"

の
項
」
も
参
照
。

(
73
)

筆
・者
が
重
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
○
を
付
し
た
の
で
あ

ろ
う

か
。

(
74
)

風
炉

の
敷
板
。

(
75
)

根
来
物
。

(
76
)(
77
)

風
呂

の
足

の
典

型
二
種
。

ヨ
ウ
足
は
、

ニ
ュ
ウ
足
(
乳
足
)
で
は
な

い
か
。

(
78
)

灰

の
つ
く
り
方
で
年
功
が
あ

ら
わ

れ
る
と

い
わ
れ

る
。

(
79
)

釜
か
け
。

(
80
)

灰

の
仕
様

の

一
種
。
後
方

に
、
杉

の
木

の
よ
う

に
と
が

っ
た
山
形
を

つ
く
る
。

(
81
)

し
し
お
き
。
肉

づ
き
。

(
82
)

土

器
。

(
83
)

鎖

の
間
。
自
在

の
あ

る
と

こ
ろ
か
ら

こ
の
名
が
あ
る
。

(84
)

(63
)参
照
。

(85
)

炭
斗
。

(86
)

炭

の
白
く

な

っ
た
も

の
。

(87
)

燥
ぎ

た
る

灰
。
乾

い
て
い
る
灰
。

(88
)

灰
走
る
故
。
は
ね
る
、
と
び
ち
る
。

(89
)

飄
。

(
90
)

置
合

の
項
参
照
。

(
91
)
・
は
す
か

い
に
。
な
な
め
に
。

(
92
)

飜
。
建
水
。

(
93
)

蓋
置
。

(
49
)

燦偶
。
旦凩
。

(
95
)

茶

の
機
転
、
茶
の
本
質

。

(
96
)

現
在
、
宗

和
流
に
切
柄
杓

(柄
杓

の
置
き
方

の

一
種
)
は
残

っ
て
い
な
い
。

(
97
)

手
前
の

一
種

。

(
98
)

面
桶
。
曲
建
水
。
麺
桶
。

(
99
)

や

っ
て
は
い
け

な
い
。

(001
)

木
目
の
こ
と
。

(101
)

扱

き
延
ば

し
。

(201
)

引
解
。

(301
)

臍
。

へ
そ
。

(401
)

掻

い
込
み
。

(
501
)

銅
。

(6⑪1
)

当
時
、
茶
人
は
全

て
男
性

で
あ
る
。
現
在
、
女
性

の
場
合

は
素

手

で

と

ら

な
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い

。

む

む

む

(701
)

後

部
に
同
様

の
記
述
が
あ
り

、

「リ

ン
リ

ン
」
と
あ

る
。
凛

々
と
か
。

(
801
)

蓋
に

つ
い
た
蒸

気
の
雫

で
蓋

が
蓋
置

に
く

っ
つ
く

時
が
あ
る
。

(
901
)
(m
)

釜
の

ロ
の
形
か
ら

つ
け
ら
れ
た
名
。

(
m
)

が

っ
た
り
と
思
い
き

っ
て
。
疑
態

語
。

(
211
)

捨
て
な
く

て
よ

い
量
だ
け
見
積

っ
て
汲
む
。

(
311
)

裏
千
家

で
は
茶
入
だ
け
を
ま
わ
す
。
宗
和
流
は

「唐
物
点
」

の
と
き

「押
し
廻

し
押
し
廻
し
」
で
あ
る
。

(
411
)

茶
杓
と
茶
入
を
片
方
ず

つ
引
く
こ
と
。

(
511
)

慎
重
な
取
扱

い
。
又
、
大
事
な
も

の
で
あ

る
か
ら

"
陽
〃
の
右
手
を
添

え
る
。

(
611
)

手
前

の
動
作
と
動
作

に
問
を
あ
け
て
。

(711
)

擦

る
よ
う

に
。

(811
)

茶
碗

の
置
合
わ
せ
直

し
、
今
も
生
き

て
い
る
。

(911
)

一
気

に
、

疑
態
語
。

(021
)

手
を

一
八
〇
度

ひ

っ
く
り
返
す

こ
と
か
。

(121
)

十

四
屋
宗
悟
。

～
天
正

一
六
年

(i

一
五
八
八
)
珠
光
門
下
。

む

む

む

む

む

む

む

む

む

(221
)
服
紗
湿

の
時

か
。
或

は
茶
巾
を
畳
む
意
味

で
あ
る

フ
ク

タ
メ
か
。

(
321
)
(捌
)

「宗
和

の
茶
巾
調

べ
」
と

い
わ
れ
る
、
手
前

の
手
順

の
中

の
特
殊

な
動
作

、

茶
巾
が
汚
れ
た
り
い
た
ん
だ
り
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
調

べ
る
。

シ
キ

シ
キ

フ

ク

タ

メ

(
521
)

式
正
に
茶
巾
を
畳
み
置
時
。

む

む

(
621
)

裏
千
家
は
左
か
ら
右
に
ふ
く
。
ふ
く
と
い
う
動
作

は
心
を
清
め
静
め
る
儀
式
。

(
721
)

脱
字
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
茶
巾
が
茶
碗
の
ふ
ち
に
さ
わ

ら
な
い
よ
う

に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う

こ
と
か
。

(
821
)

疑
態
語
。
た
れ
下
が

っ
た
様
。

(
921
)

動
作

の
形
。

(
031
)

員
茶
式

の
こ
と
。

(
131
)(
魏
)

高
麗
は
朝
鮮
産
の
茶

碗
。
瀬
戸
は
和
物

。

(
331
)

客
本
位

の
自
由
さ
。
現
在
は
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。

(
431
)(
麟
)(
燭
)
(
鵬
)

釜
を
釣
る
道
具
。
図
①
参
照
。

(
731
)

自
在

の
細

工
屋
。

　
カ
ゴ

ア
ミ

　

(
931
)

籠
網
か
。

(041
)

抜
き
走

ら
せ
。
金
沢
弁

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
金
沢
弁
が
随
所

に
現
わ
れ
る
。

(
141
)

窄
や
か
に
。

ギ

ョ

ク

(241
)

玉
や

メ
ノ
ウ
等
を
石
の
帯
と

い
う
。

金
森
茶
道
故
実

・
中

註
解

(
1
)

掛
物

の
名
称

の

一
つ
。
図
②
参
照
。

(
2
)

画
讃
等

の
意
味
。
画
に
書
き
添

え
ら
れ
る
詩
句
の
こ
と
。

(
3
)

人
物
画
、
肖
像
画
。

(
4
)

少
し
透
け

て
。

(
5
)

下
巻

に
詳
細
あ
り
。
上
巻
に
も
少
し
記
述
が
あ
る
。

(
6
)

中
国
、

日
本

の
禅
林

の
筆
跡

の
総
称
。

(7
)

風
袋
。
掛
物
表
具

の
名
称
。
図
②
参
照
。

(8
)

蹲

い
。

(9
)

功
者

の
こ
と
。

(10
×
11
)
(12
)

床

の
飾
り
方
。

(13
)

畳
床
に
花
入
を

置
く
時

に
敷
く
薄

い
板
。
(
17
)
(
18
)
参
照
。

(14
)

畳
目
。

(
15
)

曽
呂
利
花
生
。
中
国
製

古
銅
花
生
。

(
16
)

い
じ
い
じ
塗
。
漆
器

の
技
法
。

(
17
)

薄
板

の

一
種
。
蛤
端

の
こ
と
。

(
18
)

薄
板

の

一
種
。
武
器
の
矢
筈

に
似
て

一
条

の
切
り
込

み
が
巡
る
。

(
19
)

通
常
使

っ
て

い
る
も

の
の
こ
と
か
。

(
20
)

宗
和
は
作
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。

(
21
)(
22
)

(
13
)
参
照
。

(
23
)

口
の
大
き

い
花
生
。

(24
)

水
際
を
透
か
し
。

(25
)

環
。

(26
)

禁
花
。

(27
)

錠
。
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(
28
)

花
生

の
種
類
。

(
29
)

和
船
覆

い
。

(
03
)

季
節
感

の
出
現
。
上
己
は
上
巳
の
こ
と

(
31
)

七
事
・式

の

一
種
。

む

(
32
)

虫
く

い
。
も
か
。

(
33
)

生
歿
年
不
詳
。
利
休
七
哲

の
ひ
と
り
。
天
正
九
年

(
一
五
八

一
)

二
月

一
九

日

文
献
初
出
。

(
34
)

奇
数
。
奇
数
は

〃
隠
陽
"

の

〃
陽
"。
隠
陽

は
茶

の
世
界

で

重
要
な
位
置
を

占

め

て
い
る
。

(
35
)

茶

の
機
転
。
利
休

の
朝
顔
の
逸
話
と
逆

。

(
36
)

口
切

の
茶
事
。
壷
荘
。

(
37
)

歪
み
た
る
。

(
38
)

曲
張
か
。

(
39
)

柿
合
塗
、
掻
合
塗
。

(
40
)

文
箱
の
掛
子
、
懸
籠
。

(
41
)

こ
こ
か
ら
各
種
棚
に

つ
い
て
の
説
明
。

(
42
)

茶
席
と
勝
手
を
往
復
す
る
と

こ
ろ
か
ら

つ
い
た
名
。
茶
を
二
種

入
れ

て
出
す
。

(
43
)

人
形

の
香
合
は
、
入
間
の
よ
う
に
扱
う
。

む

(
44
)

結
文

の
ま
ち
が

い
か
。

(
54
)

蓋
置
と
柄
杓
、
羽
帚
と
香
合
は
切

っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
。
常
に
ペ
ア
で
使
う

も

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
香
合
は
鳥

の
本
体

、
羽
帚
は
鳥
の
羽
に
見
立

て
て
い

る

の
で
あ
る
。

(
46
)

丈
比

べ
。

(
47
)

唐
物
棚
。

(
48
)

香
箸
。

(
49
)

茶
入

の

プ
種
。
下
巻
、
茶
入
蓋
の
項
で
詳
述
。

金
森
可
重
は
金
森
大
海
を
所
持

し
た
。

た
じ

(
50
)

箪
司
。

(
15
)

こ
こ
か
ら
忌
事
集
に
入

っ
て
い
る
。
突

然
見
出

し
も

つ
け
ず

に

「
タ
ジ

ノ
事
」

に
つ
な
が

っ
て
い
る
と

ζ
う
に
、
原
本
と

の
写
し
違
え
の
可
能
性

を

う

か

が

え

る
。

(
52
)

足
袋

は
、
寒
さ
を
防
ぐ
た
め

の
も

の

(皮
)
か
ら
儀
式

(布
)
へ
と
変
化

し
た
。

(
53
)

変
え
る
事
。

(54
)(
55
×
65
)

現
在

に
も
共
通
し

て
い
る
。

(57
)

「
け
ん
」

(具

・
交
)
を
食

べ
る

の
は

い
や
し
い
。

(
58
)

現
在
、
喰

い
残
し
は
全

て
持
ち
帰
る
が
、
当
時
は
全
て
置
き
帰

っ
た
よ
う
だ
。

当
時

は
客
中
心

に
茶
事
が
進
ん
だ
。

(
59
)

竜
り

か
わ
ら
ぐ
る
。

(
60
)

貴

人
に
は
無
言

で
接
す
る
。
恐
れ
多
く
て
話
せ
な

い
。

(
61
)

禅
院

の
作
法

で
あ
る
、
現
在
は
応
用
さ
れ
て
い
る
。

ナ

マ
ス

(
62
)

加
雑
、
加
雑
鱠
。
鱠

の

一
種
。

(
63
)

銅
羅
、
喚
鐘
。

(
46
)

守
り
見

つ
め

て
、
か
。
・

(
65
)

全

て
が
亭
主

の
作
為

で
あ
る
か
ら
、
む
や
み
や
た
ら
に
い
じ

っ
で

は

い

け

な

い
。

(
66
)

茶
を
点

て
る
邪
魔

に
な
る
。

(
76
)

た

た
な

い
で
そ

の
座

の
ま
ま

で
眺
め
る
。

(
68
)(
69
)(
70
)(
71
×

72
)

当
時

の
禁
止
事
項

で
あ
ろ
う
が
、
現
在

は
普
通
の
こ
と
で

あ

る
。

(73
)

大

服
。
大

量
に
茶
を
点

て
た
こ
と
か
ら

つ
い
た
、
廻
し
飲
み
法
。

「大

服
ノ
御
茶
湯
」

は
、
近
衛
家
煕
が
祝
儀
茶
と
し

て
正
月
七
日
に
開
い
た
も

の
。

(47
)

下
座

の
者

は
相
伴
者

で
あ

る
か
ら
、
直
接
亭
主
に
話
し
て
は
い
け
な
い
。
ど

う

し
て
も
話

し
た
い
時
は
、
正
客
に
仲
立
ち
を
し
て
も
ら
う
。

(5τ
)

覆
輪

の
金
が
と
れ

て
し
ま
う
。

(臉
)

茶
碗

の
ロ
縁
を
金
銀

で
覆

っ
て
あ
る
。
補
強
と
毒
殺
防
止
、
装
飾
の
た
め
。

(77
)

道
幸
創
姶
と

い
わ
れ
る
押
入
棚

の

一
つ
。

(8τ
)

名
香
木

の
最
上
を

い
う
。

(駐7
)

建
水

の
中

に
は
使
用
済

の
汚
れ
た
水
が
入

っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

(80
)
(81
)

一
度

に
か
ね
を
合
わ
せ
、
合
わ
な
く
て
も
、

二
度
ず
ら
せ
る
よ
う
な
見
ば
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え

の
悪

い
こ
と
は
し
な

い
。

(
82
)

画

一
的

に
並

べ
た
り
す
る

こ
と
。

(
83
)

湯
返
し

の
こ
と
か
。

(
84
)

筆
者

の
補
筆
と
思
わ
れ
る
。

(
85
)

置
合

の
項
参
照
。

(
86
)

水
が

つ
く
か
ら
。

(
87
)(
89
)

掛
物

の
名
称

の
ひ
と

つ
、
図
②

参
照
。

(
88
)

粗
末
な

こ
と
。

(
90
)

懸
物

の
項
参
照
。

(
91
)

盆
と
茶
入
は
別

々
に
返
す
。

(
92
)

ほ
し

い
時
は
所
望
し
て
よ

い
、
と
他
所
に
あ
る
。

(
93
)

ま

っ
す
ぐ
に

(
94
)

露
地
入

の
項
参
照
。

(
95
)(
96
)

灰

の
仕
様
。

(
97
)

朝
茶

(
98
)

宗
和
流

で
は
、
蓋
置
を
建
水
に
逆
に
入
れ
て
持
出
し
、
畳
に
置
く
時

に
ひ

っ
く

り
返
す
。

こ
れ
は
建
水
で
湿

っ
て

い
た
時
、
蓋
置
に
水
が

つ
い
て
畳
を
汚

さ
な

い
た
め
。
又
、
下
巻
に
も
記
述
あ
り
。

(
99
)

七
事
式

の

一
つ
。

(
001
)

(
35
)参
照
。
床

の
花
を
死
な
せ
る

こ
と
に
な
る
。
逆

の
利
用
法
も
あ
る
。

(
101
)

自
分
と
他
人

の
道
具

の
取
扱
を
区
別
す
る

の
は
よ
く
な
い
。本
文

に
例
が
あ
る
。

(
201
)

上
か
ら
落
と
す
よ
う
な
乱
暴
な
置
き
方
は

い
け
な

い
。

(
301
)

上
巻
(
聊
)参
照
。

(
401
)

何
時
も

シ
ホ

レ
タ
ル
花
は
よ
く
な

い
。

(
501
)

こ
こ
ま

で
忌
事
集
。
ほ
と
ん
ど
全

て
他
項
目
に
出

て
く
る
。

(
601
)

ま

た
棚
類

に
戻
る
。

(
701
)

作

配
か
。

(
801
)

秘

伝
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

(
901
)

桟
蓋
。
蓋

の
裏

に
二
本

の
桟
が
あ

る
。

(011
)

宗

和
流
独
特

の
も

の
。
茶
通
箱

の
蓋

の

一
部
分
が
、
加
工
さ
れ
ず
、
裸

木

の
表

面
が
出

て
い
る
こ
と
。

シ
シ
ガ

ハ
コ
。

(m
)

紙
を
張
る

こ
と
。

き
らら

(211
)

雲
母
。

(311
)

取
り
合

わ
せ

の
妙
。

(411
)

昔

の
お
灸

の
位

置
。

(511
)

功
者

で
な
け
れ
ば
。

(611
)
(m
)
(珊
)

茶
器

の

一
種
。
下
巻
茶

入
蓋

の
項
参
照
。

(911
)

山
名
宗
全
。
応
永
十

一
ー
文
明
五
年

(
一
四
〇

四
ー

一
四
七
三
)
所
持
し

て
い

た
瀬
戸
肩
衝
茶

入
は
大
名
物

・
山
名
肩
衝
。

(021
)

小
出

伊
勢
守
吉
親

、
天
正
十
八
-
寛
文

八
年

(
一
五
九
〇
1

一
六
六
八
)
所
持

し
て
い
た
文
茹
茶

入
は
大
名
物

・
唐
物
茶

入
。

(121
)

茶
通
箱

使
用
の
時

は
二
種
以
上

の
茶
が
用
意
さ
れ

て
い
る
か
ら
。

(221
)

座

を
か
え
ず

、
続

け
て
点

て
る
。

(321
)

景
が
ち
が
え
ば
、
例
え
ば
、
蒔
絵
と
真
塗
り
等
。

(421
)

挽
家
。

(521
)

手
前

の
間
を

み
は
か
ら

っ
て
。

(621
)

上
等
の
白
麻
布

。

(721
)

茶
巾

に
使
用
し
た
布
の

一
種
。

(821
)
(鵬
)

水
指

の

一
種
。

(031
)

上
巻
(皿
)参

照
。

(131
)

輪

成
。

(231
)

疑
態
語
。

(331
)

飾
り
手
前

。
裏

千
家
で
は

「
四
ツ
伝
」

に
あ
り
。

(431
)

類
似
表
現
が
何
度
も
出
て
く
る
が
、
単

純
で
あ

る
が
故

の
難
し

さ
を
語

っ
て
い

る
。

(531
)

唐
物

の
扱
い
は
和
物
と
別
に
す

る
。

一
種
の
敬

い
で
あ

る
。

金
森
茶
道
故
実

・
下

註
解

(1
)

茶
入

の
蓋
は
象
牙
製
が
主
流
で
あ
る
。

(
2
)

案
。
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(3
)

利
休
七
哲
の
こ
と
。

(4
)

蓋

の

一
種
。

(5
)

木
。
象
牙

の
筋

。

(6
)

蓋

の
部
分

。
手

で

つ
ま
む
と
こ
ろ
。

む

(7
)

虫
く
い
。
有

か
。

㍉

ビ

(
8
)

金
森
長
近
。
大
永
四
ー
慶
長

=
二
年

(
一
五

二
四
ー

一
六
〇
六
)宗
和

の
祖
父
。

(9
)

栄
螺
蓋

。

(10
)
か
ら
(11
)
ま
で
は
、
茶

入
の
種
類

の
紹
介
。
勢
至

、
棗
、
肩
衝
、
丸
壺
、
茄
子
、

こ
う

じ

文
琳
、
驢

蹄
、
瓢
箪

、
樽
、

餌
蘿
、

常
陸
帯
、

鶴
首

、

柿
、
柑
子
、
水
滴
、

瓶
、
飯
胴
、
湯
桶

、
大

海
、
擂
茶

(擂
座
)
。
(山
上
宗

二
記
)

現
在
、
棗

は
共
蓋

で
あ

る
か
ら
、
象
牙

の
蓋

は
な
い
。

(12
)

目
利
。

(13
)

湯
次
。

(14
)

皆
口

(広

口
)

は
割
蓋

(縦

二

つ
割

の
蓋
)
。

(15
)

新

し
い
作
の
。

(16
)

仕
覆
。

(17
)

鍛

子
、
問
道

、

モ
ー

ル
。

(18
)

上
杉
飄
箪

。
大
名
物
、
漢
作
唐
物
飄
箪
茶
入
。

(19
)

上
杉
瓢
箪

に
添

え
ら
れ

て
い
る
袋
は
、
萠
黄
地

一
重
蔓
小
牡
丹
金
欄
と
青
木
間

道
。

(20
)

今
渡

り
か
。

(21
)

宗

和
の
華
麗
好

み
を
強

調
し
て
い
る
。
赤
好
み

の
伝
承
あ
り
。
次
回
に
詳
述
。

(22
)

利
休
以
前

。

(23
)

利
休

以
後

の
例
外
。

(24
)

藤
原
定
家

、
応
保

二
ー
仁
治

二
年

(
=

六

二
ー

一
二
四

一
)
筆
の
小
倉
色
紙

の
こ
と
。

F
タ
ト

ヒ

ド

ぬつ

ニ

へ

(
25
)

村

田
珠
光
。
応
永
三
〇
1
文

亀

二
年

(
一
四
二
三
-

一
五
〇
二
)

曾

)
安
倍
仲
麻
貫

(出
℃
○
項
毛

七
〇
)

(
72
)

「天

の
原

ふ
り
さ
け
見
れ
ば

春

日
な
る

三
笠
の
山
に

出

で
し
月
か
も
」

(万
葉
集

・
巻

二
i

晶
四
七
)

(
28
)

藤
原
為
家
。
建
久
九
-
建
治
元
年

(
一
一
九
八
ー

一
二
七

五
)

(
29
)

圓
悟
克
勤

の
墨
跡
か
。

一
般
に
は
、
圓
悟

の
懸
け
初
め
は
珠

光
と
い
わ

れ
る
。

茶
会
記

で
は
永
祿
二
年

(
一
五
五
九
)
に
初
出
。

(
30
)

祖
師

の
言
葉
。

(
31
)

南
浦
紹
明
、
嘉
禎
元
-
延
慶
元

(
一
二
三
五
ー

=
二
〇
八
)

と
宗

峰
妙
超
。
弘

安
五
ー
建
武
四
年

(
一
二
八
ニ
ー

=
一=
二
七
)
共

に
臨
済
宗

の
僧
。

　な

ら

　

(
32
)

こ
れ
よ
り
大
徳
寺
僧

の
墨
跡
を
か
け
る
慣

い
は
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

(
33
)

古
嶽
宗
亘
主
流

の
派
。

(
43
)

東
渓
宗
牧
。
大
徳
寺
四
派

の
う
ち

の
南
派
。

(
53聖
)

古
嶽
宗
亘
。
寛
正
六
1
天
文

一
七

(
一
四
六
五
-

一
五
四
八
)

一
休

の
弟
子
。

(
36
)

飯
尾
宗
祗
。
応
永
二
八
ー
文
亀

二
年

(
一
四

一
一
ー

一
五
〇

二
)

(
37
)

尼
崎
黒
木

の
文
。
宗
祗
が
利
休
に
宛
て
た
書

状
。

(
38
)

瀬
田
掃
部

の
こ
と
か
。
?
1
文
祿

四
年

(i

一
五
九

五
)
利
休
七
哲

の

一
人
。

(
39
)

牡
丹
花
肖
柏
。
嘉
吉
三
ー
大
永
七
年

(
一
四
四
三
-

一
五

二
七
)
連
歌
師
。

(
40

)

永
祿
六
1
正
保
二
年

(
一
五
六
三
-

一
六
四
五
)
利
休
七
哲

の

一
人
。

(
41
)

一
休
宗

純
。
応
永
元
ー
文

明

=
二
年

(
=
二
九

四
-

一
四
八

一
)

(
42
)

墨
斎
は
没
林

(倫
)
紹
等

の
こ
と
。
歿
年
不
詳
、

一
休

の
弟
子

。

南
江
宗
玩
。
嘉
慶

元
ー
寛
正
四
年

(
=
二
八
七
1

一
四
六
三
)
臨
済
宗
。

(43
)

本
書

の
申

心
人
物

。
次
号

に
詳
述
。

(44
)

一
休
と
南
江

。

(45
)

黒
は
粗
末

・
下
位

を
あ

ら
わ
す
、
最
上
位

の
色

は
紫
。

(46
)

名
物

の
限
定
を
行
な

っ
て
い
る
。

(47
)

尾
張
。

(48
)

「諸
悪
莫

作
、
衆
善
奉
行

、
自
浄
其
意

、
是
諸
仏
教
」

の
起
句
。
現
在
、
大
徳

、
"

寺
塔
頭

、
真
珠
庵

に
あ

る
が
、

こ
こ
に
出

て
く
る
も

の
と
は
別
物
ら
し
い
。

(
49
)

京
都
ゆ

(50
)

上
巻

(52
)参

照
。

(51
)

床

に
懸
け

る
に
は
長
す
ぎ

る
か
ら
。

(25
)

h
名
物

か
け
も

の
所
持

の
輩

ハ
床

の
心
得
あ
り
、
横
物
に
て
上
下

つ
ま
り
た
ら

・

.
ノ

ば

床
の
天
井

を
下
る
。
竪
物

に
て
余
る
程
な
ら
ば
天
井
を
上
て
よ
し
。
別

の
か
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け
物

の
時
あ
し
き
事
、
少
も
い
と
ふ
べ
か
ら
ず

。」
(南
方
録
)

(
53
)

紀
州
。

ホ
ウ

(
54
)

蘇
芳
、
檳
榔
樹
、
当
金
、
黒
檀
、
棄

ノ
木

。

(
55
)

溜
塗
。

凵

(
56
)(
57
×

58
)
(
59
)

褄

楷
、
幢
椿
、
輪
楷
。
掛
物
表
具

の
種
類
。
図
②
参
照
。

(
6ー
)

中
金
欄
、
金
紗
、
印
金
、
縫
紗
、
唐
縫
、
鍛

子
。

(
61
)

由
緒
あ
る
。

(
62
)

弘
治

二
ー
文
祿
四
年

(
一
五
五
六
ー
九
五
)

利
休
七
哲
の

一
人
。

(
63
)

利
休
と
氏
郷
両
者

の
判
。

(
64
)

「さ
び
た
る
は
よ
し
、
さ
は
し
た
る

ハ
悪

し
」
(
石
州
三
百
ケ
条

)

(
65
)

象
牙
。

(
66
)

現
在

で
い
う
、
わ

ら
あ
み
の
座
ぶ
と
ん
。

(
67
)

間

の
之
り
方

の
重
要
性

を
示
し
て
い
る
。

(
68
)

茶
巾

の
こ
と
か
。

(
69
×

70

)(
71
)

懐
石

の
様
子
。

(
72
)

そ
れ
ぞ
れ

の
好
み
調
べ
。

(
73
)

場
面
転
換
。

(
74
)

内
的
表
現
。
神
聖
さ
を
表
わ
す
。

(
75
)

混
雑
し
な

い
よ
う
に
。

(
76
)

客

の
心
得

の

一
つ
。
前

出
。

(
77
)
(
79
)
(
81
)
(
85
)

当
然

の
心
得
。

(
78
)

栗
形
。

(
80
)

挨
拶
。

(
82
)

裏
方
、
°茶
室
と
水
屋
を
行
き
来
す
る
。

(
83
)

は
め

こ
み
か
。む

む

(
84
)

来
か
。
座
る
あ
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

(
86
)

台
座
か
。
対
座
か
。

(
87
)

礼
。

(
88
)
(
89
)

現
在
と
ち
が

っ
て
い
る
。

(
90
)

達
人
。

(
91
)
(
95
)

見
所
。

(92
)

一
直
線
に
並
べ
る
の
は
よ
く
な

い
。
茶
入
袋
は
小
し
ず
ら
せ
て
見
映

え
を
考
え

る
。

(
93
)

茶
は
香
が
生
命
で
あ
る
。

(
94
)

寸
切

一
畳
。

(
96
)

引

(敷
)
写
し
に
。

(
97
)

伊
達
。

(
98
)

畳
床
は

一
畳
丸
畳
で
あ

る
か
ら
、
広

い
。
両
足

で
上
る

の
な
ら
ば
、
現
在
で
も

か
ま
わ
な

い
。
た
だ
し
、
宗

和
流
で
の
こ
と
。

(
99
)

元

の
か
ね
あ
い
に
。

(0
)

縁
高
。

(
101
)

当
時

の
菓
子
は
ま
だ
甘
い
物

が
少

な
く
、
果
物

・
木

の
実
が
多

い
。

(
201
)

料
理
。

(
301
)

次

の
料
理
。

(
401
)

さ
め
な

い
う
ち
に
た
べ
る
が
身

上
。

(
501
)(
鵬
)

懐
石
料
理

の

一
種
。

(
601
)

重
。

(
701
)

自
分

の
前
に
並
べ
て
す
す
め
ら
れ
た
も
の
の
ほ
か
は
た
べ
す
ぎ
な

い
こ
と
。
お

か
わ
り
等
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。

(
901
)

別

の
。

(
011
)(
m
)

現
在
も
生
き
て
い
る
。

(
1
)

き
な
粉
。

(
311
)

柚

の

へ
た
。

(
411
)

料
理

の

一
種
。

(
511
)

時
を
問
わ
ず
。

(
611
)

と
と

の
え

る
べ
し
。

(711
)

華
道

の
心
得

に
近

い
。

(811
)

(
90
)参

照
。

(911
)

そ

っ
と

見
て
。
塗
り
方

・
銘
等
を
み
る
。

(021
)

真
の
秘
伝
は
ロ
伝
え

に
よ
り
、
文
字

に
残
さ
な

い
。
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(121
)

天

目
茶
碗
を
使

っ
た
手
前

の

一
種
。
貴
人

に
用

い
る
。

(
221
)

酸
漿
。
台
天

目
台

の
部
分
名
称
。

(
321
)

中
巻
、
忌
事
集

の
項
に
も
出

て
く
る
,

(
421
)

本
書
秘
巻
註
(
5
)と
逆
。

(
521
)

ノ
観

に

つ
い
て
く
わ
し

い
の
は

(長
闇
堂
記
)。
上
巻
(
35
)参
照
。

(
621
)

秀
吉

の
時
代
。

(
721
)

仁
清

の
絵
入
茶
碗
を
思
わ
せ
る
。

(
821
)

小
座
敷

は
少
人
数

で
こ
そ
茶
が
生
き
る
。
利
休

の
身
上
。

(
921
)

卑
下

(
031
)

ま

っ
す
ぐ

(
131
)

形
式
ば
か
り

に
と
ら
わ
れ
て
は
。

(
231
)

悟
り

の
む
ず
か
し
さ
。

(
331
)

重
要

で
な

い
。

(
431
)

前

田
利
長
。
永
祿
五
i
慶
長

一
九
年

(
一
五
六
二
i

一
六

一
四
)

(
531
)

木
目
肩
衝
茶
入
、
大
名
物
。

(
631
)

金
森
可
重
。
永
祿
元
-
元
和
元
年

(
一
五
五
八
ー

一
六

一
五
)
宗
和

の
父
。

「
金
森
出
雲
尤
目
き

丶
の
功
者
な
り
」

(長
闇
堂
記
)

(
731
)

優
な
る

む

む

(
831
)

茶
入

二
不
取
と
あ
る
は
、
不

限
の
ま
ち
が
い
か
。

(
931
)

中
途
半
端
は
よ
く
な
い
。

(
041
)

難
し
き
也
。

(
141
)

照

の
お
わ
り
。
途
中

で
炭
が
き
え
る
事
。

(241
)

気
楽

に
。

む

(341
)

虫

く
い
。
火

か
。

(441
)
(蜘
)

現
在

は
く
り
返
さ
な

い
。

(641
)

眠
り

つ
き
た
る
よ
う
な
る
は
。

(741
)

中
巻

、
忌
事
集

に
あ
り
。

(841
)

こ
の
場
合
、
五
節
旬

の

一
、
三
月
三

日
。

(
941
)

遠
方
よ
り
帰

っ
て
き
た
人
を
迎
え
る
茶
席

の
時
。

(
051
)

本
文
、
筆
者
注
。

(151
)

賛
否
両
論
あ
り
。

(251
)

他

の
こ
と
。

(351
)

釘

ウ
タ
バ
。

(451
)

僻
事
。

(
551
)

一
般
人
が
普
段
使
わ
ぬ
雪
隠
を
御
使
用
に
な
る
方
が
い
ら

っ
し

ゃ
る
か
ら
。

(
651
)

折
撓
。

(
751
)

茶
室
に
入
り

て
後

の
拝
見

の
仕
方
。

(
851
)

乾
か
し
。

(
951
)

一
閑
人
。

(
061
)

炭

の
表
面
か
。

(
161
)

金
森
七
之
助
方
氏

の
夜
会
。

(
261
)

灯
具

の

一
種
。

(
361
)

武
野
紹
鴎
。
文
亀

二
ー
弘
治
元
年

(
一
五
〇
二
ー

五
五
)

(
461
)

炭
櫃
。

(
561
)

土
壇
。

(
661
)

か
な
り
重
要
か
。

厂

金
森
茶
道
故
実

・
秘

註
解

(1
)

曹
洞
宗
と
並
ぶ
禅

宗
の

一
宗
派
。
茶
道
と
関
係
が
深

い
。

(
2
×

3
)
(5
)

本
書
下

巻
註

(捌
)と
逆
。

(4
)

千

宗
易

(利
休
)
。

(6
)

つ
り
あ

い
の
妙
。

(7
×
9
)
(10
)
(U
×
12
)

も
ち

ろ
ん
当
時

の
時

の
表
わ
し
方
。

現
在
に
な
お
す
と

、
明
七
時
は
午
前
四
時
、
辰
之
刻
は
午
前
九
時

、
九
半
時

は

午
後

一
時
、
八
時
は
午
後

二
時
、
暮
六
時
は
午
後
六
時
。

む

(
8
)

抜

か
。
筆
者

の
書
き
損

い
で
あ
る
。

(
13
×
14
)

も
ち
ろ
ん
陰
暦
。

(
15
)

二
～
三

日

(
16
)

自
身
あ
る

べ
き
な
り
、
と
読
ん
で
み
た
い
が
、
ど
う
か
。

(
17
)

あ
ま
り
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(18
)

露
地
中
潜
り

の
小
戸

の

一
形
式
。
角
戸
。

(19
)

ひ
と
し
お
。

(20
)

字

が
左
に
極
端

に
寄

っ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
場
合

〃
は
"
で
妥
当
と
思
わ
れ

る
。

(21
)

透

か
し

(22
)

あ
わ

び
結
。
淡
路
結
。
結
び
方

の

一
種
。

(23
)

知

ら
ず
。

(24
)

実

際
に
茶

入
に
添
え
ら
れ

て
い
る
袋
。

(25
)

し
た
た
め
お
く

べ
し
。

(26
)

薬

研
。

(27
)
(28
)

い
ろ
り

の
仕
様
。

(29
)

灰
吹
。
吹
殻

入
れ
。

(30
)

又
は
懐
紙
。

(31
)

本
書
上
巻

に
タ
ス
ケ
と

し
て
出

て
き
た
。

(32
)

櫃
形
。

(33
)

水
屋
道
具

の

一
種
。

(34
)

筆
者

の
書
き
損

い
。

(35
)

'手
前

の
間
を
あ
け

て
。

(
36
)

完
和

の
派
手
好
み
を
示
す
よ
う
な
記
述
で
あ

る
。
次

回
に
詳
述
。

(
37
)(
39
×

41
)

(
8
)
と
同
様
、
抜
か
。

(
38
)

釜

の
蓋
を
と
り
か
け
。

(
40
)

燔
肴

(焼
肴
)
と
よ
ん

で
み
た
い
が
、
ど
う
か
。

(
42
)

番
茶

の
代
用
。

(
43
)

達
人
。

(
44
)

客

の
好
み
を
調

べ
る
た
め

。
下
巻
に
も
出

て
き

た
。

(
45
)

調
子
抜
か
ざ
る
様
に
。

〃
間
"
の
呼
吸
を
生

か
し
て
。

(
46
)

ひ
か
え
ぎ
み
に
。

(
47
)

千

道
安
。
天
文

一
五
-
慶

安

一
二
(
一
五
四
六
-

一
六
〇
七
)利
休
先
妻

の
子
。

宗
和
が
師
事
し
た
ひ
と
り

と
い
わ

れ
る
。

(
48
)

軽
忽
に
。

(49
)

茶

入
袋

の
名
称

の
ひ
と

つ
。
図
③
参
照
。

(50
)

茶
巾
を
定
法
通
り

た
た
む

こ
と
、
転
じ
て
茶
巾
そ

の
も
め

の
こ
と
か
。

(51
)

勢

よ
く
、
か
。

(52
)
(53
)

茶
の
心
得
。

(54
)

目
の
位
置
等

、
細

か
い
所

に
神
経
を
使

っ
て
い
る
。

(
55
)

茶
頭

の
枝
。

(
56
)

問
が
あ
る
。

、

(
57
)

心

の
緊
張

の
疑
態
語
か
。

(
58
)

巣

の
方
向
を
右
に
。
(54
)
参
照
。

(
59
)

客

の
位
に
よ
り
挨
拶

の
仕
方

が
違
う
。

(
60
)

利
休

の
幼
名

。

(
61
)

支
配
地

(
62
)

有
り
難
き
也
。

(
63
)

利
休

の
正
道
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

(
64
)

茶

の
生
産
地
。

(65
)

学
び

初
め
の
人
。

(66
)

主
に
な
る
も
の
を
ひ
と

つ
つ
く
る
。

(67
)

野
々
村

仁
清

。
清
右
衛
門
。
仁
清
焼

の
祖
。
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